小型球形ウイルス（米国疾病管理予防センターの疫学週報）

ガイドライン“ノーウォーク様ウイルス”公衆衛生上の重要点と集団発生対策
(“Norwalk-Like Viruses”Public Health Consequences and Outbreak Management)
(MMWR June 01,2001／50(PR09);1-18)

ノーウォーク様ウイルス(以下NLV)は胃腸炎症状を呈し､食品や飲用水の汚染によって伝播する。NLV
はカリシウイルス(Caliciviridae)科に属し、以前は小型球形ウイルス(SRSV)と呼ばれていた。
　感染経路：多くの場合、最初のＮＬＶ感染の原因は糞便－口(fecal-oral)による伝播であり、空気(airborne)あるいは飛沫(fomite)によっても容易に感染を受け集団発生となる。発生の多くは最初に糞便の汚染を受けた食物あるいは水によって感染を受け、人－人(person-to-person)により二次、三次感染が発生する。CDCへ1996年１月から2000年12月の間にNLVの集団発生が348件報告されている。感染原因は食品が39％、人－人感染が12％、水が3％、他が18％で不明が28％であった。大変少ない量(100個未満)で感染している。

臨床症状：ＮＬＶ症状は､通常12～48時間､遅くても60時間の潜伏時間で胃腸炎症状を呈する。症状の特徴として､急激な吐き気、嘔吐、腹痛、下痢を呈する。一般的に子供において嘔吐が多く見られ、大人では下痢が多く見られる。症状が嘔吐だけの場合があり、最初は「冬季の嘔吐病」　(winter vomiting disease)　に似ている。時々、頭痛、発熱、悪寒、けいれんの症状を伴う。まれに、老人など体力が衰弱している人はNLV胃腸炎によって脱水症状を呈して､死亡することがある。NLV 症状は長く持続しない（一過性のものである）。
集団発生場所：多様な場所においてNLV胃腸炎が集団発生している。348件の内訳は飲食店が39％、病院及び老人保健施設が29％、学校及び保育所が12％、旅客船(cruise ships)を含む休暇施設が10％であった。
集団発生予防及び対策：最初の発生の多くは、食物及び水の汚染で起こる。そして、人－人感染の拡大がNLV胃腸炎集団発生の規模を大きくする。NLVの食品及び水への汚染および人－人感染の双方を防止することが、NLV胃腸炎集団発生防止に重要である。
食品への汚染対策：食品の中には糞便由来のNLVが含まれ、たびたびNLV胃腸炎の集団発生の原因となる。貝類(カキ、ハマグリなど)は海水に含まれるNLVを濃縮する傾向がある。その場合、水揚げ後の検査で細菌学的には基準値以内でもNLVに汚染されている。そのうえ、調理(蒸し料理など)してもNLVを完全に不活化することは無理である。患者の従事者より食品が汚染され、NLV胃腸炎の集団感染がしばしば発生する。食品従事者の衛生管理の厳守が重要である。特に調理済み食品(サラダ、サンドイッチ)は危険性が高い。
水への汚染対策：NLVの水による集団感染は食品感染に比べ少ないが、汚染された水道、井戸水、河川水、氷製品、湖沼水、遊泳プールが関連したNLV胃腸炎集団発生が報告されている。水道水が、人の糞便によって汚染を受けないようにすることが重要である。飲用水あるいはレクリエーション水(recreational water)が集団発生の原因と推定されたならば、高濃度の塩素水(10ppm、30分以上)で消毒する必要がある。
　人－人の感染対策：NLVの人－人への感染は、直接の糞便－口及び空気感染がある。このような感染経路は老人保健施設、保育所及び旅客船など施設内、屋内がNLV集団発生の重要な要因である。人－人の感染防止対策は大変困難を伴うが、頻回に石鹸と水を使って手洗いすることが予防に有効である。病院あるいは老人保健施設において糞便や嘔吐物を処理する場合はマスクを着用が有効である。キャンプ場や旅客船など集団が入れ替われる施設では、洗浄などの適切な処置が終わるまでは閉鎖する。　　　（翻訳　笈川）
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Diagnosis and Management of Foodborne Illnesses：A Primer for Physicians

（January 26, 2001 / 50(RR02);1-69）
ノーウォーク様ウイルス（Norwalk-Like Viruses）
症状及び特徴：吐き気、嘔吐、水様性の大量の下痢、たまに発熱

原因食品：加熱不十分の貝類、感染者が調理した調理済み食品（サラダ、サンドイッチ、アイスクリーム、クッキー、フルーツ）

検査方法：臨床診断、細菌培養では検出されない、Norwalk抗体が４倍以上上昇するので急性期と安定期の血清検査が必要、糞便からの白血液は不検出　　　　　　　　　　　　　（翻訳　笈川）
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まとめ：NLVは直接食物を介してだけでなく空気あるいは飛沫でも感染する。食品の場合は貝類が原因となることが多いが、二次、三次感染防止することが重要である。
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